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１【提出理由】

　当社及び当社グループの財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況に著しい影響を与える事象が発生したた

め、金融商品取引法第24条の５第４項及び企業内容等の開示に関する内閣府令第19条第２項第12号及び第19号の規定に

基づき、本臨時報告書を提出するものであります。

 

２【報告内容】

１．(1）当該事象の発生年月日

2019年５月15日

 

(2）当該事象の内容

①　投資有価証券の評価損

保有するRIZAP株式会社の株式につきまして、同社はボディメイク事業を中心に着実に成長しているものの、同

社の親会社であるRIZAPグループ株式会社の構造改革に伴う2019年３月期連結業績の一時的な悪化及びRIZAPグルー

プ株式会社が推進する中核子会社10社を中心としたグループ企業の再編・集約等による同社への影響等を鑑み、保

守的に同社株式の評価を見直しいたしました結果、同社株式の評価損13億６百万円を特別損失として連結業績及び

個別業績において計上いたしました。

 

②　のれんの減損損失

当社連結子会社である株式会社エンジェリーベにおいて、主力事業であるマタニティ・ベビー関連部門は順調

に成長しているものの、新たな収益基盤を構築すべく、出産後の内祝いギフト市場の開拓を目指し、全国の産婦人

科へのギフトカタログ（紙媒体）の発行・配布ルートを構築するなど、顧客獲得、事業規模の拡大に取り組んでま

いりましたが、計画を下回って推移し、当期（2019年３月期）業績の悪化の主な要因となりました。このような状

況を踏まえ、同事業の大幅な見直しを実施するとともに、株式会社エンジェリーベの株式取得に係るのれんを保守

的に見直しいたしました結果、同のれんの減損処理により３億17百万円を特別損失として連結業績において計上い

たしました。

 

(3）当該事象の損益及び連結損益に与える影響額

　当該事象の発生により、2019年３月期の決算において、連結個別ともに上記の特別損失を計上いたしました。

 

以　上

 

EDINET提出書類

ＭＲＫホールディングス株式会社(E00609)

臨時報告書

2/2


	表紙
	本文
	１提出理由
	２報告内容

